
こ ぎ ん 刺 し 鼻 緒 の
日 光 下 駄



歴史は江⼾時代歴史は江⼾時代

徳川家康公が祀られている⽇光東照宮をはじめ徳川家康公が祀られている⽇光東照宮をはじめ

⽇光の社寺では格式を重んじる⾵潮が強く⽇光の社寺では格式を重んじる⾵潮が強く

境内参⼊の作法や服装などにさまざまな決まりがありました境内参⼊の作法や服装などにさまざまな決まりがありました

参拝する⼈は表⾨で清めの草履に履きかえなければならなく参拝する⼈は表⾨で清めの草履に履きかえなければならなく

境内は砂利道や坂が多く、⽇光は雪も多かった境内は砂利道や坂が多く、⽇光は雪も多かった

草履は歩きづらいため下駄に草履を乗せると草履は歩きづらいため下駄に草履を乗せると

この下駄であれば境内参⼊を許されたことからこの下駄であれば境内参⼊を許されたことから

「御免下駄」の名がついた「御免下駄」の名がついた

明治以降、御免下駄を実⽤向きに改良したものが明治以降、御免下駄を実⽤向きに改良したものが

⽇光下駄なのだ⽇光下駄なのだ

職⼈は減り職⼈は減り

現在�全国に５⼈ほどしかいないという現在�全国に５⼈ほどしかいないという



日本のモノづくりには

 
昔の人が生活をよくするために考え抜いた

「暮らしの知恵」がたくさん詰まっています
 
 

それは私たちの生活を支え
豊かにしてくれるものです

 
 

日光下駄は師から弟子へと
技術で受け継がれてきました

 
 

習慣や生活スタイルは変化し
時代とともに移り行く

 
 

伝統はそのままに、新しい文化を
 

日本の優れたものづくりを未来に繋ぐため
より多くの方々に知っていただきたい

 



渡邉　誠友　
1 9 8 3 年 生 ま れ
栃木県宇都宮市出身 
作新学院高等学校 美術デザイン科卒
 2014年4月　日光下駄の世界へ　弟子入り
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日 光 下 駄 は 桐 の 台 木 の 表 面 に タ ケ ノ コ の 皮 で 編 み 込 ま れ た
草 履 が 麻 糸 を 使 っ て 手 作 業 で 縫 い 合 わ さ れ て い る
吸 湿 性 や 保 温 性 に 優 れ  一 年 を 通 じ て 使 い 勝 手 が い い の が 特 徴



日光下駄 みやび
CWらぼ宇都宮

福祉と伝統工芸品

日光下駄を履いて出かけよう



フ ィ リ ピ ン

 

後 継 者 不 足 を 解 消 し た い
県 伝 統 工 芸 品 「 日 光 下 駄  」 職 人 と
障害者の賃金向上、雇用創出を目指す
就 労 支 援 事 業 所 の 想 い が 重 な る 物 語





こぎん刺し鼻緒の
日光下駄



CWらぼ宇都宮
宇都宮市二荒町8-1　渡清ビル３

TEL  028-678-8244

日光下駄 みやび
栃木県宇都宮市今泉町448-1

TEL　028-623-1470 

ご注文フォームはこちらから

FAX  028-678-8245
cwl-utsunomiya@maverick-s.com


